
邇校高

牒改等
瀞中
の學

改
稗
の
理

由
と

井
上

氏
の
抱
負

明
治

廿
七

年
七

月
二

日

文
部
省
専
門
學
務
局
長
法
學
博
士
木
下
廣
次
回

第
五

高
等

中
學

校
長

中
川

元
殿

森
文

部
大

臣
の

卓
見

に
依

っ
て

孤
々

の
鑿

を
揚

げ
た

高
等

中
學

校
も

、
年

を
閲

す
る

こ
と

既
に

七
年

に
し

て
、

高
等

學
校

と
改

稲

せ
ら
れ
、
絃
に
面
目
を
一
新
し
た
。
而
し
て
こ
の
改
制
の
衝
に
賞
つ
士
の
は
、
申
す
ま
で
も
な
く
時
の
文
部
大
臣
井
上
毅
子
で
あ
っ

た
・

凡
そ

事
の

改
正

を
見

る
に

就
い

て
は

、
そ

の
理

由
が

な
け

れ
ば

な
ら

ぬ
。

即
ち

從
來

の
高

等
中

學
校

な
る

も
の

が
、

次
第

に
形

式
に
流
れ
、
そ
の
内
容
に
於
て
動
も
す
れ
ば
妖
然
た
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
高
等
中
學
校
の
卒
業
生
が

徒
ら
に
年
歯
を
重
ね
、
一
旦
世
に
立
つ
の
時
、
園
内
的
に
急
速
の
進
歩
に
件
は
ぬ
も
の
が
あ
り
、
重
大
な
る
國
際
的
惰
勢
に
直
面
し

第
一

章
第

五
高

等
學

校
前

期
一

八
五

貴
校
儀
本
年
勅
令
第
七
十
五
號
高
等
學
校
令
實
施
卜
共
一
一
第
五
高
等
學
校
ト
稀
セ
ラ
ル
ペ
キ
一
一
付
左
様
御
了
知
相
成
度
此
段
御
通

知
一
一
及
ピ
候
也

第
二

篇

第
一

章
第

五
高

等
學

校
前

期
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一
饒
熟

己
。
■
■
■

改
正
の
内

容
高
等
學

校
令 井
上
文
相

の
訓
令

一
一
、
高
等
學
校
ノ
成
績
二
従
ヒ
テ
ハ
將
來
二
進
メ
テ
大
學
ト
ス
ル
ノ
地
ヲ
爲
シ
以
テ
國
家
ノ
文
運
ヲ
進
ム
（
中
略
）
斯
ノ
如
キ
理
由

ノ
下
一
一
於
テ
高
等
中
學
校
ノ
組
織
ハ
愛
更
セ
ラ
レ
已
一
一
第
一
一
一
高
等
學
校
一
一
法
學
部
警
學
部
工
學
部
ヲ
設
置
シ
第
一
第
二
第
四
第
五

高
等
學
校
一
一
漸
次
時
期
ヲ
以
テ
實
施
ス
ル
ノ
目
的
ヲ
以
テ
明
治
一
一
十
七
年
九
月
十
一
日
ヨ
リ
施
行
セ
ラ
レ
グ
リ
云
冷

と
あ
る
こ
と
を
以
て
、
そ
の
抱
負
の
一
端
を
察
す
る
こ
と
が
出
來
ろ
で
あ
ら
う
。
明
治
廿
七
年
六
月
廿
一
一
一
日
勅
令
第
七
十
五
號
に
依

る
改
正
の
内
容
を
記
せ
ば
左
の
通
り
で
あ
る
。

高
等
學
校
令

第
一
條
第
一
高
等
中
學
校
、
第
一
一
、
第
三
、
第
四
、
第
五
高
等
中
學
校
ヲ
高
等
學
校
ト
改
祷
ス

第
二
催
高
等
學
校
ハ
専
門
學
科
ヲ
教
授
ス
ル
所
ト
ス
但
帝
國
大
學
一
｜
入
學
ス
ル
者
ノ
爲
〆
豫
科
ヲ
設
ク
ル
コ
ト
ヲ
得

第
一
一
一
條
高
等
學
校
ハ
共
ノ
附
鴎
ト
シ
テ
低
度
ナ
ル
特
別
學
科
ヲ
設
ク
ル
コ
ト
ヲ
得

第
四
條
高
等
學
校
一
一
設
ク
ル
所
ノ
學
科
及
講
座
ノ
数
〈
文
部
大
臣
之
ヲ
定
ム

附
則

第
五
條
本
令
ハ
明
治
廿
七
年
九
月
十
一
日
ヨ
リ
施
行
ス
但
各
高
等
學
校
一
一
於
テ
學
科
ヲ
設
置
ス
ル
ノ
時
期
ハ
文
部
大
臣
之
ヲ
指

第
一
章
第
五
高
等
學
校
前
期

一
八
六

て
、
大
い
に
實
業
の
振
興
を
田
ら
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
乃
ら
井
上
子
は
、
高
等
中
學
校
を
高
等
學
校
に
改
め
て
、
將
來

簡
軍
な
る
大
學
と
爲
し
、
有
爲
の
青
年
を
一
日
も
蓮
か
に
世
に
途
る
こ
と
を
止
て
士
が
、
帝
國
大
學
の
反
對
を
慮
っ
て
，
差
當
ｂ
－
一
一

高
の
如
く
、
大
學
豫
科
を
魔
し
て
専
門
學
校
の
色
彩
を
有
せ
し
め
た
の
で
あ
る
。
明
治
一
一
十
六
年
三
月
、
歓
迎
裏
世
の
に
文
部
大
臣

に
任
ぜ
ら
る
饅
や
、
森
子
の
主
義
を
艦
し
、
精
神
教
育
に
加
ふ
る
に
實
業
教
育
を
以
て
し
、
國
家
の
實
力
酒
養
に
力
め
る
爲
に
、
寳
業
教

育
費
國
庫
補
助
法
を
定
め
、
臨
時
教
員
養
成
所
を
興
し
、
他
の
一
面
、
高
等
中
學
校
を
し
て
軍
に
大
學
の
豫
備
教
育
た
る
に
留
め
し
め

日
ノ
必
要
ナ
リ
（
中
略
）
故
一
一
今
度
ノ
改
正
二
高
中
等
學
校
ヲ
高
等
學
校
ト
シ
グ
ル
ノ
目
的
ハ
蓋
左
ノ
ー
黙
一
一
在
り

｜
、
従
前
ノ
高
等
普
通
教
育
ヲ
授
ク
ル
ノ
所
ヲ
移
シ
テ
高
等
専
門
教
育
ヲ
授
ク
ル
ノ
所
ト
シ
以
一
プ
世
ノ
需
要
ト
少
年
ノ
志
望
ヲ
順

ザ

シ
テ
足
レ
リ
ト
セ
ン
ャ
（
中
略
）
有
用
ナ
ル
大
學
ハ
豈
雨
都
一
一
限
ル
ヘ
ヶ
ン
ャ
（
中
略
）
姑
ク
英
米
ノ
「
コ
レ
ー
ジ
Ｌ
佛
ノ
「
フ
ワ
キ
ュ

ル
テ
ー
Ｌ
ノ
制
一
一
依
り
高
等
ノ
専
門
學
校
ト
シ
而
シ
テ
其
成
績
一
一
従
上
與
ブ
ル
ー
大
學
ノ
名
ヲ
以
テ
ス
ル
コ
ト
未
グ
晩
シ
ト
セ
サ

ル
ヘ
シ
（
中
略
）
大
學
ノ
卒
業
期
ハ
ニ
十
六
年
ノ
統
計
一
一
篠
ル
’
一
平
均
二
十
六
七
歳
ノ
半
二
居
ル
一
一
至
し
り
之
ヲ
各
國
’
一
参
照
ス

ル
一
一
英
米
佛
ノ
如
キ
大
學
ノ
卒
業
期
ハ
大
抵
二
十
一
歳
ナ
リ
故
一
一
高
等
専
門
教
育
ヲ
受
ク
ル
者
ノ
爲
二
｜
ノ
捷
路
ヲ
許
ク
ル
ハ
今

達
ス

定
ス
ヘ
シ

第
一
章
第
五
高
等
畢
校
前
期

田
地
ｐ
Ｆ
や
日
■
Ｉ
Ｌ
５
ｊ

１
Ｊ
・
且
守
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ｈ
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一
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０
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臣大部文上井

他
の
一
面
、
高
等
中
學
校
を
し
て
軍
に
大
學
の
豫
備
教
育
た
る
に
留
め
し
め

す
、
専
門
部
を
設
け
た
の
で
あ
る
。
乃
ち
子
は
、
廿
七
年
一
月
十
二
日
、

左
の
如
き
訓
令
を
出
し
て
、
教
育
上
の
意
圖
を
明
示
し
た
の
で
あ
る
。
曰
く
、

我
ガ
園
ノ
大
學
ハ
唯
一
ナ
リ
世
人
多
ク
ハ
誤
テ
支
那
ノ
國
子
監
ノ
類
ト
ナ

シ
之
ヲ
以
テ
官
紳
登
籠
ノ
一
大
關
ト
心
得
ル
モ
ノ
ア
リ
近
時
京
都
一
一
大
學

ヲ
新
設
ス
ル
ノ
説
ア
ル
モ
亦
一
ヲ
増
シ
ニ
ト
ス
レ
ハ
足
レ
リ
ト
云
う
者
ノ

加
シ
各
國
一
一
参
照
ス
ル
一
一
凋
逸
ノ
大
學
ノ
数
ハ
ー
一
十
一
ナ
リ
（
中
略
）
我
國

文
運
ノ
進
歩
ハ
國
運
ト
相
伴
ハ
サ
ル
ヘ
ヵ
ラ
ス
而
シ
テ
大
學
豈
一
或
一
一
一
一
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ろ程の大
省に學學
令關科瀕
す規科

修
業
年
限

鰍剛叺鵬
す
る
省
令

蝉鞠鮒糀
設
置
に
關

鮒純文部

第
一
部
學

科
及
び
時

敷

明
治
廿
七
年
七
月
十
一
百
（
文
部
省
令
第
十
五
號
）

第
一
一
一
高
等
中
學
校
一
一
法
學
部
醤
學
部
工
學
部
ヲ
設
置
シ
第
一
第
二
第
四
第
五
高
等
中
學
校
一
一
警
學
部
及
大
學
灘
科
ヲ
設
置
二

備
考
第
三
高
等
中
學
校
一
一
〈
明
治
一
一
十
一
年
十
二
月
法
科
分
科
ヲ
創
設
シ
、
二
十
一
一
年
七
月
法
學
部
ヲ
設
置
セ
リ
。
（
筆
者
追
記
）

明
治
廿
七
年
七
月
十
一
一
日
（
省
令
第
十
六
號
）

高
等
學
校
ノ
修
業
年
限
及
入
學
程
度
ヲ
定
ム
ル
コ
ト
左
ノ
加
シ

高
等
學
校
修
業
年
限
及
入
學
程
度

第
一
峰
第
三
高
等
學
校
ノ
法
學
部
工
學
部
及
各
高
等
學
校
ノ
嘗
學
部
ノ
修
業
年
限
ハ
四
ケ
年
ト
ス

但
警
學
部
一
一
於
ケ
ル
藥
學
科
ノ
修
業
年
限
ハ
蕾
一
一
価
ル

大
學
豫
科
ノ
修
業
年
限
ハ
三
ケ
年
ト
ス

第
二
條
高
等
學
校
入
學
ノ
程
度
ハ
尋
常
中
學
校
卒
業
ノ
程
度
一
一
依
ル
、

明
治
廿
七
年
七
月
一
一
十
一
日
（
文
部
省
令
第
十
八
號
）

高
等
學
校
一
一
設
置
ス
ル
大
學
豫
科
ノ
學
科
規
程
ヲ
定
ム
ル
コ
ト
左
ノ
如
シ

大
學
豫
科
規
程

第
一
催
大
學
豫
科
ヲ
一
一
一
部
一
一
分
チ
第
一
部
ハ
法
科
及
文
科
志
望
者
一
一
第
二
部
ハ
エ
科
理
科
及
農
科
（
獣
馨
科
ヲ
含
ム
）
志
望
者

一
一
第
三
部
ハ
警
科
志
望
者
二
課
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

第
二
催
第
一
部
ノ
學
科
ハ
倫
理
、
國
語
及
漢
文
、
外
國
語
、
歴
史
、
地
理
、
數
學
、
物
理
、
化
學
、
動
物
及
植
物
、
論
理
、
經

濟
通
論
、
法
學
通
論
、
鵠
操
ト
ス

第
三
條
第
二
部
ノ
學
科
ハ
倫
理
、
國
語
漢
文
、
外
國
語
、
數
學
、
物
理
、
化
學
、
動
物
及
植
物
、
地
質
及
鑛
物
、
圖
書
瓦
鵠
操
ト
ス

第
四
條
第
三
部
ノ
學
科
ハ
倫
理
、
國
語
漢
文
、
外
國
語
、
數
學
、
物
理
、
化
學
、
動
物
及
植
物
、
羅
甸
語
、
艦
操
ト
ス

第
二
部
外
國
語
ハ
生
徒
ノ
随
意
科
ト
シ
テ
課
ス
ル
コ
ト
ヲ
得

第
五
催
大
學
豫
科
ノ
各
學
科
授
業
ノ
時
数
几
左
ノ
加
シ

大
學
豫
科
第
一
部
（
法
文
）

倫
理

圏
語
及
漢
文

第
一
外
國
語

第
二
外
國
語

歴
史

地
理

敷
學

物
理

本
令
ヲ
施
行
シ
又
ハ
ー
部
ヲ

蕾
學
科
ヲ
存
ス
ル
コ
ト
ヲ
得

第
一
章
第
五
高
等
學
校
前
期

第
一
章
第
五
高
等
學
校
前
期

一
八
八

ヤ
ヲ
施
行
シ
又
ハ
ー
部
ヲ
施
行
ス
ル
所
ノ
高
等
學
校
一
一
於
テ
高
等
中
學
校
ノ
學
科
ヲ
履
修
ス
ル
年
期
内
一
一
在
ル
生
徒
ノ
爲
一
一

(三)(三）四五九六

(三） 四八六

六八六

四八六

法
學
通
論

魑
操

化
學

動
物
及
植
物

論
理

経
濟
邇
論

計

○

一一一
、
Ⅱ
Ｕ
ｒ
Ｊ

一一一
卍
８
０
０
、○

一一一

八
九

○

一一一
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Ｂ
、
、

一一一
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第
三
部
學

鯛
及
び
時

第
二
部
學

鮒及び時

時
（
實
騒
）
ヲ
峡
ク

第
一
外
國
語
ハ
英
語
ト
シ
第
二
外
國
語
ハ
燭
語
ト
ス

理
科
第
三
年
二
於
テ
數
學
、
星
學
、
物
理
學
科
志
望
者
ニ
ハ
化
學
三
時
（
實
験
）
圖
霞
、
動
物
及
植
物
ヲ
鉄
ク
化
學
科
質
望
一
一
ハ

圖
薑
、
測
量
、
動
物
及
植
物
ヲ
鉄
ク
動
植
物
學
科
、
地
質
及
鑛
物
學
科
志
望
者
一
天
數
學
、
測
量
ヲ
欲
キ
及
化
學
一
時
（
實
験
）

ヲ
鉄
ク
農
學
科
農
藝
化
學
科
志
望
者
一
一
ハ
數
學
ヲ
妖
キ
歎
醤
畢
科
志
望
者
一
一
ハ
數
學
、
測
量
ヲ
雛
キ
林
學
科
志
望
者
一
一
ハ
化
學
一
一

第
一
章
第
五
高
等
學
校
前
期

一
九
○

法
科
一
一
在
テ
ハ
第
一
外
國
語
ハ
渦
語
若
ク
ハ
佛
語
ト
シ
第
二
外
國
語
ハ
英
語
ト
ス

文
科
一
一
在
テ
ハ
英
文
科
志
望
者
一
一
ハ
英
語
ヲ
第
一
外
國
語
ト
シ
猫
語
若
ク
ハ
佛
語
ヲ
第
一
一
外
國
語
ト
シ
佛
蘭
西
文
學
志
望
者
一
一
ハ

佛
語
ヲ
第
一
外
國
語
ト
シ
英
語
若
ク
ハ
潤
語
ヲ
第
一
一
外
國
語
ト
シ
其
他
ノ
學
科
志
望
者
ニ
ハ
潤
語
ヲ
第
一
外
國
語
ト
シ
英
語
若
ク

ハ
佛
語
ヲ
第
一
一
外
國
語
ト
シ
テ
之
ヲ
課
ス

第
一
年
一
一
於
テ
法
科
志
望
者
ハ
數
學
ヲ
駅
キ
文
科
哲
學
志
望
者
一
一
ハ
地
理
ヲ
鉄
キ
其
他
ノ
學
科
志
望
者
一
一
ハ
生
徒
ノ
随
意
ニ
ョ
リ

其
一
ヲ
峡
ク
コ
ト
ヲ
得
第
一
一
學
年
二
於
テ
法
科
志
望
者
ニ
ハ
物
理
ヲ
峡
キ
文
科
志
望
者
ニ
ハ
經
濟
通
論
ヲ
舷
ク
第
一
一
一
年
文
科
一
一
於

テ
ハ
化
學
及
法
學
通
論
ヲ
生
徒
ノ
鰭
意
科
ト
シ
其
一
ヲ
撰
修
セ
シ
ム
ル
コ
ト
ヲ
得
漢
文
學
科
志
望
者
一
一
ハ
第
二
外
國
語
ヲ
課
セ
ス

其
時
間
一
一
於
テ
漢
文
ヲ
課
ス

大
學
豫
科
第
一
一
部
（
工
理
農
）

倫
艘測圃地動化 物敷第第國倫第

一
章
第
五
高
等
學
校
前
期

物
及
植

質
及
鍍

一一 室胆

計

外外及理 大
學
選
科
第
三
部
（
醤
）

國國漢

第
一
年
一
第
一
一
年
一
策
三
年

操量豊物物學 理學語語文理

○三 五五八五

○三

一一一 一一園
語
及
漢
文

二四四八三

一

一

一

一

一

一

￣

三六○ 四 四六

第
一
年
一
第
二
年
一
第
三
年

賢講
(三)四

五

○ 三（三)(二） 四七 四（六）四六
一

九
一 ■■■■■■■’

一

一

林獣農
､

農
化

賀講
(二)四

一一一

一一￣
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井
上
文
部

歎瀧のエ

井
上
文
部

大
臣
の
巡

回 二
十
八
年

の
改
正

と
述
べ
更
に
「
井
上
文
部
大
臣
の
工
業
論
」
と
題
し
て
、

で
已

實
業
補
習
學
校
規
程
を
制
定
し
て
、
大
に
杜
會
の
輿
論
を
喚
起
せ
ら
れ
た
る
現
文
部
大
臣
に
は
、
此
程
各
地
巡
回
中
、
大
坂
の
教

育
會
に
於
て
工
業
に
關
す
る
一
場
の
演
説
あ
り
た
り
。
其
主
要
の
鮎
は
、
工
藝
的
技
能
智
識
の
普
及
と
云
ふ
に
あ
り
。
（
中
略
）

第
一
章
第
五
高
等
學
校
前
期

一
九
三

雛
二
時
間
を
妖
豈
、
凡
て
一
一
十
六
時
間
と
な
り
、
農
科
に
於
て
は
、
林
學
科
志
望
者
の
二
十
七
時
間
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
而
し
て

第
三
部
の
國
語
漢
文
は
、
第
一
年
國
語
二
時
間
漢
文
三
時
間
、
第
二
年
國
語
一
一
時
間
漢
文
一
時
間
と
明
示
せ
ら
れ
、
凋
逸
語
に
一
一
一
時

間
を
増
し
、
化
學
に
一
一
時
間
を
減
じ
て
、
凡
て
一
一
十
八
時
間
と
な
り
、
第
三
年
は
元
の
ま
シ
に
な
っ
て
ゐ
る
。

而
し
て
井
上
子
の
理
想
は
、
種
々
の
事
情
の
爲
に
必
ず
し
も
實
現
せ
ら
れ
る
に
至
ら
ず
し
て
、
學
制
改
革
の
問
題
が
起
っ
て
来
た

と
は
云
へ
、
年
齢
短
縮
の
意
圖
は
、
次
第
に
實
現
し
つ
シ
あ
る
こ
と
を
思
ふ
時
、
・
吾
人
は
子
の
抱
負
に
對
し
て
、
満
腔
の
敬
意
を
桃

は
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。
今
、
龍
南
會
雑
誌
に
擦
れ
ば
、
明
治
一
一
十
七
年
五
月
二
十
五
日
發
行
の
第
一
一
十
七
號
雑
報
に
、
「
井
上

文
部
大
臣
の
巡
回
」
と
題
し
て
，

物
質
的
文
明
の
毒
流
は
、
浩
々
と
し
て
肚
會
の
全
部
を
浸
し
、
其
勢
延
て
我
が
勇
壯
活
溌
な
る
青
年
杜
會
に
及
び
、
青
年
の
活
氣

は
日
々
に
消
耗
し
、
天
眞
燗
漫
な
る
青
年
の
美
質
漸
く
に
亡
び
ん
と
す
。
こ
れ
あ
る
哉
、
井
上
文
部
大
臣
巡
回
中
、
至
る
と
こ
ろ

質
素
倹
約
の
美
徳
を
説
き
、
其
の
一
日
も
青
年
畢
生
に
舷
く
可
か
ら
ざ
る
を
教
へ
ら
る
。
唯
だ
之
を
賞
行
す
る
と
否
と
は
、
一
に

青
年
畢
生
の
自
重
心
、
濁
立
心
の
如
何
に
關
す
。
幸
に
し
て
我
鎭
西
の
地
、
山
高
く
水
情
く
、
未
だ
こ
の
濁
流
に
浸
さ
る
蕩
甚
し

き
に
至
ら
ず
。
天
眞
燗
漫
、
剛
毅
木
諮
、
尚
未
だ
こ
の
弊
風
に
感
染
せ
ざ
る
幾
多
の
好
青
年
あ
り
。
以
て
卿
か
心
を
安
歩
る
に
足

る
。
云
々

第
一
外
語
ハ
潤
語
ト
ス

右
の
課
程
は
、
翌
二
十
八
年
に
、
多
少
の
改
正
を
爲
さ
れ
、
前
表
第
一
部
の
園
語
及
漢
文
は
。
｜
一
一
學
年
を
通
じ
て
國
語
漢
文
の
二
科

Ｊ
Ｊ

に
分
た
れ
、
第
一
年
に
於
て
は
、
二
」
の
外
に
鍵
化
な
く
、
第
二
年
に
於
て
は
、
地
理
一
一
一
と
數
學
一
一
一
と
を
削
り
、
論
理
に
一
時
間
を
減

く
く

じ
、
結
局
一
二
十
二
時
間
と
な
り
、
第
三
年
に
於
て
は
、
法
科
の
第
一
外
國
語
に
一
時
間
を
減
じ
て
、
第
二
外
國
語
に
一
時
間
を
増
し

經
濟
通
論
三
時
間
を
加
へ
、
凡
て
一
一
一
十
一
一
一
時
間
と
な
り
、
文
科
は
第
一
外
國
語
に
一
時
間
を
減
じ
て
、
第
二
外
國
語
に
一
時
間
を
加

へ
て
ゐ
ろ
。
第
二
部
の
國
語
漢
文
は
、
第
一
部
と
同
様
で
、
第
一
年
に
愛
ｂ
な
く
、
第
二
年
に
於
て
は
、
國
語
一
一
時
間
漢
文
一
時
間

と
明
示
し
、
地
質
及
鑛
物
三
時
間
を
加
へ
て
、
凡
て
三
十
一
一
時
間
と
な
り
、
第
三
年
工
科
に
於
て
は
、
物
理
に
一
時
間
を
減
じ
、
測

量
に
三
時
間
を
減
じ
て
、
凡
て
一
一
十
九
時
間
と
な
り
、
理
科
に
於
て
は
、
第
一
外
國
語
一
時
間
を
減
じ
て
、
第
二
外
國
語
に
一
時
間

を
加
へ
物
理
一
時
間
を
減
じ
、
數
學
・
星
學
・
物
理
學
志
望
者
に
は
化
學
實
験
・
圖
薑
・
動
物
及
植
物
を
峡
含
、
化
學
志
望
者
に

は
圖
謹
・
測
量
・
動
物
及
植
物
を
妖
含
、
動
植
物
學
科
・
地
質
及
鑛
物
學
科
志
望
者
に
は
數
學
・
測
量
並
に
化
畢
實
駿
一
時
間
を
妖

含
、
農
學
科
農
藝
化
學
科
志
望
者
に
は
數
學
を
鉄
含
、
猷
醤
學
科
志
望
者
に
は
數
學
・
測
量
を
妖
雰
、
林
學
科
志
望
者
に
は
化
學
賞

第
一
外
國
語

第
二
外
國
語

羅
旬
語

数
學

物
理

第
一
章
第
五
高
等
學
校
前
期

一
一
一

五

一
一
一一一一

鰄
弧
七 ￣

○

一一

化動
物
及
植

魁

計

操物學

￣
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一

八

蝋
剛
八

○

一一一



豐
筑
修
學

旅
行
日
誌

龍
南
會
雑

誌
中
の
行

軍
に
閥
す

る
記
事

南蕊井
人去上
と子

龍の

建鍋鰍刷
り
の
韓
學

仁
ば
か
り
で
な
く
、
風
雲
急
な
る
影
響
は
、
そ
の
以
前
よ
り
察
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
而
し
て
日
清
戦
争
後
の
十
年
間
は
、
臥
薪
嘗

臘
の
時
で
あ
っ
た
と
は
云
へ
、
國
民
一
般
の
風
氣
の
上
に
は
、
可
な
り
の
隆
替
が
あ
っ
た
や
う
だ
。
こ
れ
こ
の
一
節
を
設
く
る
所
以

で
あ
る
。
今
そ
の
例
を
示
せ
ば
、
明
治
一
一
十
六
年
十
一
一
月
一
一
十
日
發
党
の
龍
南
會
雑
誌
第
一
一
十
一
読
に
依
れ
ば
、
こ
の
年
の
行
軍
に

就
い
て
は
左
の
如
く
記
し
て
ゐ
る
。

到
る
虚
歓
迎
如
何
に
鄭
重
な
り
し
ょ
到
る
虚
の
江
山
如
何
に
秀
麗
な
り
し
ょ
く
う
回
の
一
行
校
威
を
四
州
の
要
椹
に
伸
張
し
得
天
下

の
名
杜
に
饗
し
天
下
の
名
山
水
を
踏
む
を
得
た
り
歸
來
胸
懐
殆
ん
ど
昔
日
の
も
の
に
あ
ら
ざ
る
を
畳
ふ
特
に
吾
人
行
軍
中
校
長
以

下
諸
先
生
が
毎
事
生
徒
と
勢
苦
を
分
た
れ
た
る
を
感
謝
す
今
や
天
下
到
る
虚
師
弟
反
目
の
風
あ
り
と
聞
く
吾
人
は
寒
村
銃
を
枕
に

し
て
癖
ね
早
起
霜
風
の
叫
蛸
た
る
を
衝
い
て
發
す
る
と
き
顧
み
て
諸
先
生
の
吾
人
へ
親
し
き
を
見
る
毎
に
吾
人
は
一
團
の
春
風
來

り
て
吾
面
を
桃
ふ
を
覺
え
か
ん
ば
あ
ら
す

讃
了
り
て
恂
に
欣
懐
に
種
へ
ざ
る
も
の
が
あ
る
。
又
、
豐
筑
修
學
旅
行
日
誌
を
引
け
ば
、

（
前
略
）
（
十
一
月
六
日
）
十
時
全
員
練
兵
場
に
整
列
し
、
沼
田
大
尉
指
揮
し
て
隊
伍
を
部
署
す
（
中
略
）
部
署
已
に
定
ま
る
、
中
川

校
長
乃
ち
進
み
出
で
夢
、
告
げ
て
曰
く
、
夫
れ
修
學
族
行
は
一
種
の
課
業
な
り
、
其
地
理
歴
史
跡
物
其
他
百
般
の
學
術
上
、
大
盆

あ
ろ
は
固
よ
り
論
を
俟
尤
か
、
然
れ
ど
も
此
行
を
以
て
行
軍
と
通
稲
す
る
所
以
は
、
一
の
規
律
を
守
る
こ
と
『
銀
難
辛
苦
に
樫

ゆ
る
こ
と
一
、
氣
質
鍛
錬
を
實
習
す
る
こ
と
の
三
黙
を
、
嚴
守
せ
し
む
る
に
あ
り
、
さ
れ
ば
諸
子
は
行
中
絶
始
、
沼
田
監
督
の
命

を
奉
じ
、
敢
て
或
は
背
く
こ
と
勿
れ
、
厳
正
の
畢
動
を
矢
は
ず
、
以
て
我
校
の
名
鑿
を
發
揚
せ
よ
、
飲
酒
す
る
勿
れ
、
買
喰
す
る

勿
れ
、
以
て
犬
に
費
用
を
節
せ
よ
」
告
示
経
ろ
、
乃
ち
書
餐
を
喫
し
、
十
一
時
厳
令
一
發
、
行
を
啓
く
、
剛
叺
圏
嘘
校
門
を
出
づ

第
一
章
第
五
高
等
學
校
前
期

一
九
五

第
一
章
第
五
高
等
學
校
前
期

一
九
四

曰
く
、
冨
國
の
要
素
は
凡
そ
一
一
一
あ
り
。
第
一
石
炭
、
第
一
一
産
鑛
、
第
一
一
一
國
民
の
工
業
智
識
。
特
に
第
三
を
以
て
肝
要
と
す
。
（
中

略
）
科
學
者
は
高
尚
な
る
空
理
に
馳
せ
て
、
有
力
な
る
實
理
に
疎
く
、
職
工
は
生
計
の
途
に
苦
み
て
、
智
識
を
求
む
る
の
暇
な

し
・
畢
理
と
應
用
と
の
分
離
、
こ
れ
賞
今
の
大
患
な
り
。
以
上
の
誰
に
し
て
、
實
施
せ
ら
る
シ
に
至
ら
ば
、
恐
ら
く
は
、
此
大
患

を
治
す
る
の
端
緒
を
開
く
に
至
ら
ん
乎
。
吾
輩
は
其
の
一
日
も
早
く
賞
施
せ
ら
れ
ん
こ
と
を
切
望
す
。

と
期
待
し
て
ゐ
る
。
而
し
て
森
子
が
文
部
大
臣
在
職
中
、
不
慮
の
災
厄
に
罹
り
て
此
の
世
を
僻
し
た
こ
と
と
、
井
上
子
が
宿
病
と
闘

っ
て
、
學
制
改
革
の
實
績
に
専
念
し
つ
夢
、
一
一
十
七
年
八
月
一
一
十
九
日
を
以
て
職
を
辞
し
、
翌
年
一
一
一
月
十
五
日
を
以
て
、
従
容
と
し

て
世
に
即
い
た
こ
と
は
、
殆
ど
そ
の
軌
を
一
に
す
る
も
の
で
あ
る
。
龍
南
人
は
、
第
一
一
千
五
號
に
於
て
、
「
前
文
部
大
臣
井
上
毅
子
莞

去
」
と
題
し
て
、
敬
弔
の
意
を
表
し
て
ゐ
る
。

前
文
部
大
臣
井
上
毅
子
、
宿
病
ヲ
逗
子
一
一
養
ハ
レ
シ
ガ
、
薬
石
效
ナ
ク
、
一
一
一
月
十
七
日
濫
焉
ト
シ
テ
途
一
一
蕊
去
セ
ラ
レ
ヌ
、
痛
恨

何
ゾ
已
マ
ン
、
子
ノ
職
一
一
在
ル
、
鞠
躬
精
勵
、
不
一
績
大
一
一
墨
ル
、
是
天
無
情
、
其
歳
ヲ
奪
う
、
瞳
悲
夫
、
護
ン
デ
哀
悼
ノ
意
ヲ
表

而
し
て
第
三
高
等
學
校
は
、
大
學
豫
科
を
鰻
せ
ら
れ
て
、
本
校
へ
約
六
十
名
來
り
、
鹿
兒
島
高
等
中
學
校
造
士
館
は
、
文
部
省
の
所

管
を
解
か
れ
て
麿
校
と
爲
り
、
同
じ
く
五
十
六
人
の
縛
學
を
見
た
の
で
あ
る
。

龍
南
校
風
の
歴
史
に
於
て
、
日
清
戦
争
は
國
を
墨
げ
て
大
敵
清
國
と
戦
っ
た
だ
け
、
流
石
に
青
年
子
弟
に
も
相
當
緊
張
味
が
あ
つ

ス

第
二
節
日
清
戦
宰
當
時
の
龍
南
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